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概  要 

 

ライフサイクルアセスメントを活用し、製品製造の重要工程である切削加工

における CO2 排出量を見える化するとともに、それを低減する手法を明らか

にした。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

これまで切削加工では、主に品質やコストを中心とした評価が行われ、環境

性能に関する取組みは限定的であった。本技術によって、昨今のカーボンニュ

ートラルに向けた動向で重要視される環境性能を定量的に評価できるととも

に、その改善が可能である。 

本技術の 

有用性 

企業では今後、CO2排出量などの環境性能を開示することが必要になってく

る。本研究によって、環境性能の定量的評価と改善が可能となり、製品の付加

価値を高めることができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

      

評価した加工工程の製品システム  切削加工条件による CO2排出量の 

（実線の項目を評価）       改善 

適用可能製品 
本技術は切削加工だけでなく、各種工程で製造される製品の環境性能の見え

る化・改善に活用できる。 
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